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中国における生活ごみ処理の現状と問題－濮陽市を例として
顧　　　小　雨
The Current State and the Issues of Household
Refuse Disposal in China
－Taking Puyang City as an Example－
Xiaoyu GU
要　旨
　中国経済の急激な成長により国民の生活水準や消費水準が向上し、生活ごみの排出量も大幅に
増加し続けている。都市部では生活ごみ処理が深刻な問題となっている。
　本論文では、中国河南省の濮陽市にあるゴミ処理場の現地調査とそこに働く技術係員にヒアリ
ング調査を行い、中国都市部のごみ処理場の現状を把握し、その課題を検討した。
　調査の結果、濮陽市のゴミ処理場は、中国で増加しつつある衛生埋立場であるが、ごみの収集
方法やごみ処理技術、埋立場の汚染懸念などの課題を抱えている。
　生活ごみ問題を解決するための課題として、（１）分別収集の難しさ、（２）ごみ処理技術の遅
れ、（３）管理体制と関連法律の不備、（４）埋立場汚染の厳しさがあることが明らかになった。
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Summary
　Rapid economic growth has improved the quality of life in China but also caused a large 
increase in the quantity of household refuse. Disposal of household refuse has grown into a 
serious problem in urban areas. 
　In this paper, the author conducted a ﬁeld survey at a refuse disposal plant in Puyang in Henan 
province, China and a hearing technicians working at the plant to understand the actual situation 
and to examine the issues. 
　The survey results show that the refuse disposal plant in Puyang, which constitutes increasing 
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percentage of the refuse disposal plants in China[o1], has many problems such as refuse-
gathering process, refuse disposal technology and concerns for polluted landﬁll areas. 
　The survey has revealed the current situation such as (1) diﬃculty in sorted waste collection, 
(2) delays in developing refuse disposal technology, (3) insuﬃciency of administrative structure 
and relevant laws, and (4) seriousness of polluted landﬁll obstruct theresolution of household 
refuse problems.
　Keywords：  household waste in urban areas in China, refuse disposal plant, Puyang City, ﬁeld 
survey
Ⅰ．はじめに
　中国経済の急激な成長により国民生活水準や消費水準が向上し、生活ごみの排出量も大幅に増
加し続けている。環境問題の１つである生活ごみ問題がより一層深刻化している。
　生活ごみとは、個人や事業体（単位）が日常生活あるいは日常生活にサービスを提供する諸活
動によって発生した固体廃棄物と、法律や法規によって生活ごみと規定される固体廃棄物のこと
である。生活ごみは、露天放置による悪臭の発生、水（特に地下水）や空気の汚染、鼠やハエの
繁殖、放置場所としての耕地の占用、堆積したゴミ山の爆発など多くの問題を抱える。都市化の
進展、生産活動の拡大、所得の向上及び生活スタイルの変化は生活ごみの発生量を増している１）。
　生活ごみをいかにして収集・処理するかは、中国にとって大きな課題である。
　中国統計年鑑の2013年末の統計によると、全国の都市のみの生活ごみの運送量が１億7,238
万ｔに達している。しかし、生活ごみ処理の総合水準が低く、生活ごみ処理の方式も立ち遅れて
いる。経費の不足、ごみ処理技術やインフラ施設の遅れのため、中国の全668都市のうち、約３
分の２の都市がゴミの山に包囲されており、４分の１の都市がゴミ捨て場を農村部までに延ばさ
なければならない。ゴミ捨て場は、都市と農村の結合地区の生態環境の悪化を引き起こし、大量
の土地資源を浪費している。全国の都市部から排出されたゴミの堆積面積は５億㎡で、堆積され
たゴミは70億ｔ、経済損失は毎年300億元を超えている。しかも、中国が１年間に排出するご
みの総量は３億ｔを超え、世界で最もゴミが多い国となっている２）。
　本論文では、中国のゴミ処理場の現地調査の結果を基に、中国都市部のごみ処理場の現状を把
握し、その課題を検討する。
　中国河南省の濮陽市にあるゴミ処理場の現地調査とそこに働く技術係員にヒアリング調査を
行った。さらに、濮陽市における生活ゴミの処理プロセスと埋立場の設立経緯、埋立施設の状況、
埋立作業の流れを把握した。その結果、濮陽市のゴミ処理場は、中国で15％しかない衛生埋立
地であるが、ごみの収集方法やごみ処理技術、埋立場の汚染懸念などの課題があることが明らか
になった。
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Ⅱ．生活ごみ処理の現状
（１）生活ごみの行政管理の現状
　中国において固形廃棄物は、工業固形廃棄物、有害廃棄物、一般廃棄物（生活ごみ）の３つに
分類される。そのうち、工業固形廃棄物の発生量は2000年で8.2億ｔである。2000年における
中国の生活ごみ発生量は1.4億ｔで、１人１日あたり発生量は0.30kg（人口を12.7億人と考えた
場合）、都市住民に限定した場合は先進国並の1.12kgである。現在、生活ごみの年増加率は８～
10%と高く、特に北京、上海等の大都市では15～ 20%となっている３）。
　廃棄物関連法としては、「固形廃棄物環境汚染防止法（1995年試行：通称個体法）」があり、
中国固形廃棄物の管理に関する基本法であり、定める内容は以下の通りである。
　　　①三化（減量化、資源化、無害化）の基本原則。
　　　②排出、収集、貯蔵、運搬、利用、処理処分の全過程を規制（全過程管理の原則）。
　　　③少量の発生源は集中処理、大量の発生源は個別処理の原則。
　　　④危険廃棄物と一般廃棄物の分類管理の原則。
　　　⑤都市生活ごみ処理施設の建設、環境保護と環境衛生基準を満たすことを明確に規定。
（２）生活ごみ収集・運送システム
　中国の都市ごみは、オフィスや住居から出る日常や生活サービスにともなう廃棄物である。都
市ゴミは①資源ゴミ（ガラス、磁性金属、非磁性金属、紙類、ゴム、プラスチック）②有機ゴミ
（生ゴミ、生物ゴミ）③無機ゴミ（灰、レンガ、陶磁器など）④有毒・有害ゴミ（乾電池、蛍光灯、
殺虫剤容器、期限切れ薬品、医療廃棄物、テレビ、電話、パソコンなどの家電製品）の４種に分
別される。国家建設部は1993年８月10日に「都市生活ごみ管理弁法」を公布した。同弁法によ
れば、都市は「都市環境衛生施設設立標準」に基づいてごみ箱を設け、中継輸送を設立する。都
市住民は定められた場所、時間、そのほかの条件に従って、家庭ごみをごみ箱や指定された生活
ごみ捨て場にいれる。都市生活ごみは分類し、袋入りで収集する地区は、定められた分類に従っ
てごみ袋に入れてごみ箱や指定された場所にすてる。不要な家具など大きい廃棄物は、規定の時
間に指定されたごみ捨て場に出さなければならない。都市では働く人や住民は環境衛生を守り、
現地の関連規定に従い、ごみは勝手に捨ててはならない。また、有害廃棄物を生活ごみの中に混
入させてはならない。また、都市生活ごみ収集に従事する運送サービス業や個人は、都市景観環
境衛生を主管する行政部門が指定する生活ごみ中継輸送地や処理場にごみを運ばなければならな
い。生活ごみ運搬車は気密性を確保し、洗車、整理・整頓、衛生などに気を配らなければならな
い４）。
　ゴミの分別収集・処理は政府が2002年に提唱したが、現在の普及率は16％に過ぎない。ほと
んどの都市では３種類の方法が採用されている５）。
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　第１は、清掃作業員が毎日、住宅団地や道路の両側、公共の場所に置かれた収集容器から集め
る。
　第２は、住宅団地に設けられたゴミ収集所から集める。各家庭が近くのごみ置き場に置かれた
ごみ容器に無分別のままごみを出す。これを各市環境衛生局の作業員がごみ収集車に積み込み、
各地域にある中継基地へ運ぶ。そこからごみ収集車あるいはコンテンナで埋め立て基地へ運ばれ、
埋め立て処分される。この作業過程において、ごみ中継基地がごみ転送ステーションの役割も持っ
ているが、ある意味でごみをためるところにもなり、運搬が円滑に行われていない場合には、悪
臭が発散して、周囲の環境に悪影響を与えている。
　第３は、高層建築物ではダストシュートを利用して集める。これまでは第３の方法が広く採用
されてきたが、2003年の新型肺炎（SARS）発生後、細菌の伝染源になるとして多くの都市で禁
止されるようになった。北京や広州、上海などの都市は新築マンションでのダストシュート設置
を禁止する規定を設けている。
（３）生活ごみの処理方法
　中国における生活ごみの８割は埋立処理されている。埋立場は簡易埋立場、受控埋立場と衛生
埋立場の３つの等級に分かれている６）。
　（1）簡易埋立場：これは中国の伝統的な埋めたて方法である。その特徴は：ほぼ工事の措置
がなく、あるいは一部の工事の措置だけなされており、環境保護が標準的であるとも言えない。
2005年中国には簡易埋立場に属する50%のシティーライフのごみ埋立処分場がある。簡易埋立
場は衰えている埋立場で、周囲の環境に対して深刻な汚染をもたらしている。
　（2）受控埋立場：受け控え埋立場は21世紀初中国でおよそ30%を占める。その特徴は：一部
の工事の措置があるが、そろっていない；あるいは比較的にそろっている工事の措置があるが、
環境保護の標準あるいは技術規範を満足させることができない。受け控え埋立場は半分封閉式の
埋立場で、周囲の環境に対して一定の影響をもたらす。
　（3）衛生埋立場：これはここ数年来中国の多くの都市で採用され始めている生活のゴミ埋立
技術で、その特徴は：比較的に整っている環境保護施策があり、また大部分が環境保護の標準を
満たしており、衛生埋立場は封閉式あるいは生態型埋立場である。その中のⅡ級埋立場（基本的
に無害化）は現在中国でおよそ15％を占めており、Ⅰ級埋立場（無害化）は現在中国でおよそ５％
を占める。
Ⅲ．濮陽市の都市生活ごみ処理の現状
　中国の都市ゴミ問題を把握するため、二、三線の中小都市である河南省濮陽市を対象として、
同市にあるゴミ処理場の現地調査を行い、そこに働く技術係員に対して2015年７月18日ヒアリ
ング調査を行った。
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（１）濮陽市の概要
濮陽市は1983年９月１日に設立され、河南
省の北東部に位置し、安陽市、新郷市、河北
省、山東省に接している。北緯35 ～ 36°、
東経114 ～ 116°に位置している。全市土地
面積は4,188㎢、東西距離125㎞、南北距離
100km、全市人口は389.93万人である。
　濮陽市は北京、上海のような大都市ではな
いが、生活ごみの処理方式は二、三線の中小
都市（二、三線都市とは、自国の経済や社会
に対して大きな影響力をもつ大都市を指す。
その影響力は相対的に一線都市よりも小さ
く、主に地域レベルの影響力をもつ大都市で
ある。都市の規模、インフラ、文化、消費といった側面をみると、二線都市には副省級の都市と
沿海都市が含まれる。当該地域の他の都市よりも抜きんでている都市が多く、青島市、廈門（ア
モイ）市、西安市、寧波（ニンポー）市、長沙市などがこれにあたる７））とほとんど同じである。
そのため濮陽市の生活ごみ処理現状から全国中小都市の生活ごみ現状や問題点が明らかになる。
（２）生活ごみ埋立場の技術係員に対するヒアリング調査
　ヒアリング調査は、2015年７月18日に中国の濮陽市にある生活ごみ埋立場において行った。
対象者はそこで働く技術係員である。
　埋立場を一回り歩くと、埋立場と濾過液収集区、濾過液処理区、事務棟の４つの部分がある。
　係員から埋立場の容量、生ごみの日収集量や面積、濮陽市における生活ゴミの処理プロセス、
ゴミ埋立場の設立経緯、施設の状況や埋立作業の流れなどの説明を受けた。また、事務棟の緑化
施設も視察した。
　埋立区に入ると刺激臭の強い臭いを嗅いだ。技術係員によると、「この時期の生ごみは一年中
で一番多い。しかも、すべて分別していないので、悪臭は非常に強い。事務棟は近くにあるから、
特に雨や風の日にドアや窓を全部閉めなければならない」と述べた。
　インタビュー調査中に密封式と開放式２種類（写真②③参照）のごみ収集車を見た。技術係員
によると「ごみ収集車は、市区によって種類が違う」と述べた。それにより、ごみ埋立場の収集
車が統一されていないことが分かった。最後、出る時ごみ埋立場のすぐ近くには、畑があり住民
が住んでいる風景も見た。
（３）濮陽市における生活ごみの処理プロセス
　濮陽市の生活ごみの収集過程を調査した（図②参照）。住宅団地に設けられたゴミ収集所から
集める。各家庭が近くのごみ置き場に置かれたごみ容器に無分別のままごみを出す。これを各市
（図①：河南省中の濮陽市の位置）
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環境衛生局の作業員がごみ収集車に積み込み、各地域にある中継基地へ運ぶ。そこからごみ収集
車あるいはコンテンナで埋め立て基地へ運ばれ、埋め立て処分される。
　住宅団地に設けられたゴミ収集所は、写真①のような大きなゴミ箱あるいはゴミ池である。
　写真②③は生活ごみの収集車である。
（図②：濮陽市における生活ごみの処理プロセス）（筆者作成）
（写真①：住宅区の生活ごみ池）
（写真②：生活ごみ密封式収集車） （写真③：生活ごみ開放式収集車）
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（４）濮陽市生活ごみ埋立場の現状と課題
　　ａ．設立経緯
　濮陽市生活ごみ埋め立て場は濮陽市生活ごみ無害化処理場と呼ばれ、河南省発改委豫発改城市
[2008]505号文に批准され、2010年３月16日に建設工事を始めた。当該項目の建設及び責任会
社は濮陽市市政園林管理局であり、設計機関は中国市政工程華北設計研究院である。施工機関は
濮陽市恒豊市政工程建設有限会社、河南省華盛建設集団有限会社、河南省天地建築防水工程有限
会社である。当該項目は濮陽市高新区王什郷天陰村西北にあり、面積は300ムー、市区から
20km、総投資1.1032億元であり、濮陽市に重点工程に列している。
　　ｂ．施設の状況
　本工程の設計が規範であり、功能が完善である。組み合わせ施設は衛生埋立処分場、濾液処理
区、事務管理区を含めている。毎日生活ごみが600ｔまで、濾液が120ｔまで処理できる。衛生
埋立処分場の面積は200ムー、深さが8.3メートル、高さが26.5メートル、埋立庫容量が260万
立方メートル、使用年限が15年である。衛生埋立処分場の主な工程内容は防しん系統、濾液収
集導排系統、埋立気体導排系統であり、埋立作業は「生活ごみ衛生埋立技術規範」の要求によっ
て操作している。地下水や土壌の二度汚染を防ぐため、濾液処理装置処理技術はMBR（外付け
式膜生化反応機）及び反浸透技術であり、濾過した水の質は ｢生活ごみ埋立汚染制御の標準｣ の
要求を満足でき、基準に沿って排出している。大気と人体に対する危害を防ぎ、新たな資源にな
れるため、埋立気体を収集してから燃焼排出あるいは発電している。
　濮陽市生活ごみ無害化処理場を作り上げたのは、都市生活ごみによって環境汚染をコントロー
ルができ、都市生活ごみの処理が国家規定の減量化、資源化と無害化の要求に達している。都市
機能の完備、住民民衆の生活品質の向上のため重要な役割を果たしている。
　　ｃ．埋立作業の流れ
　この生活ごみ埋立処理場の技術についても責任者に詳しく説明を聞くことができた。
　この埋立処理場は三つの系統に分かれている。それぞれは防浸系統、濾過液排出系統、埋立ガ
ス収集排出系統である。まず、防浸系統は埋立穴及び周りに防浸技術を採用し、埋立区（写真⑥）
（写真④： 濮陽市の生活ごみ埋立場事務棟一階
にかけているポスター）
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を密封する。主な防浸材料は２mm高密度のポリエチレン（HDPE）の膜を採用している。HDPE
の膜は高性能防浸材料であり、引っ張りに強くよく伸び、微生物侵食や化学腐食に耐えられる。
外界環境の温度、湿度や紫外線の適応能力が強く、使用寿命が50年以上である。また、濾過液
排出系統は場内生じたゴミ濾過液をすぐに排出し、地下水の汚染を減少するため、埋立場の底の
防浸層に濾過液排出溝を設置し、排出溝の中にHDPE管を敷き、HDPE管の周りを砕石反濾層で
覆っている。濾過液を集水井（写真⑦）に集めたら、ポンプによって調節池に流し、濾過液処理
（写真⑤：濮陽市生活ごみ無害化処理場系統のポスター）
（図②：埋立作業の流れ）（筆者作成）
中国における生活ごみ処理の現状と問題－濮陽市を例として
－ 155 －
（写真⑥：生活ごみ埋立区）
（写真⑦：濾過液収集区）
（写真⑨：濾過液処理系統）
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系統（写真⑧）が処理した後排出する。最後は埋立ガス収集排出系統である。ゴミを埋立後、一
連の生物、化学反応を経て、有害ガスが生じる。主な成分はメタンと二酸化炭素である。また、
少量な酸素、一酸化炭素、硫化水素なども生じる。埋立場の安全、安定のため、埋立区内に50メー
トルごとに垂直的なガス排出井を設置し、井の真ん中に直径180mmのHDPEガス排出管を設置
している。埋立作業の流れは以下の図③に表れている。
　　ｄ．濮陽市の生活ごみ埋立場の問題点
　濮陽市の生活ごみ埋立場は衛生埋立場であり、生活ごみが基本的に無害化されている。しかし、
無害化としても、いくつかの問題点が見つかった。
　まず、ゴミ埋立区（写真⑦）及び濾過液収集池（写真⑧⑨）にいくつかのメタンガスや二酸化
炭素排出管が設置され、直接排出されたメタンガスや二酸化炭素が大気を汚染している。メタン
ガスや二酸化炭素は主な温室ガスであり、引き起こした温室効果は地球環境に大きな影響がある。
そして資源は有効に利用できていない。今回調査した濮陽市のごみ埋立場は衛生埋立場であり、
僅かに全国のごみ埋立場の５分の１を占めているに過ぎない。残りの５分の４は受控埋立場及び
簡易埋立場であり、これらの施設が排出している気体は主にメタンガス、二酸化炭素だけではな
いだろう。先行資料によると８）大規模なごみ埋立場の周りの大気、水と土壌が三重汚染され、
埋立されたごみは分解するとき生じたガスの中に大量の硫化水素、メチル水銀などを含んでいる。
2007年に行われた中国における329カ所の都市生活ごみ埋立場の調査結果によると９）各簡易埋
立場の排出した廃棄ガスの中に硫酸水素は基準の7.6％を超えている。簡易埋立場はそれらのガ
スを直接大気に排出し、周りの環境及び住民の健康に非常に悪い影響を及ぼすだろうと指摘して
いる。
　また、この埋立場のすぐ近くには村があり、畑では多くの野菜を栽培している。埋立場の使用
寿命は20年であり、20年後周りの土壌汚染のため、村に大きな悪い影響があるだろう。しかも、
濮陽市のような衛生埋立場は濾液処理装置処理技術で濾液を分解しているが、簡易ごみ埋立場や
受控埋立場はそんな標準的な装置を設置せず、周りの水や土壌を汚染している。
　環境学家鄭曼英10）は広州の大田山ごみ埋立場にサンプリングをして、濾液の中に77種類の有
機汚染物質を検出し、その77種の有機汚染物質の中で、すでに１種発ガン物質を含んでいるこ
とを確認した。また、武漢市にあるごみ埋立場11）の重金属汚染が厳しく、土壌の重金属汚染が
地下20 ～ 25メートルのところまで浸透している。
　最後に、埋立場に運ばれたゴミは全部分類せず、プラスチック、電池、ガラスなどリサイクル
できるものも全て埋立区に撒布される。中国では、生活ごみは殆んど分類収集されていないので、
ごみの中には温度計や蛍光灯、電池、電器、ペイントなどが混雑している。これらの中には、水
銀を含んでいるものもあり、細菌が作用した場合、メチル水銀になり、毒性が更に強くなる。何
年何十年を経ても自然に分解できず、後代の生存環境を破壊する可能性が高い。
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Ⅳ．生活ごみ処理の問題点
　濮陽市のゴミ処理場の現地調査とヒアリング調査によると、中国の都市部では生活ごみ問題が
非常に深刻化している。生活ごみ問題を解決するための課題として、(1)分別収集の難しさ、(2)
ごみ処理技術の遅れ、(3)管理体制と関連法律の不備12）、(4)埋立場汚染の厳しさがある。
（１）分別収集の難しさ
　濮陽市ゴミ処理場に収集された生活ごみの中身を確認した。生ごみだけではなく、他には、プ
ラスチック、電池、ガラスなどの生活用品、電化製品も混じっている。しかも、ガラス、蛍光灯
など非常に鋭い破片がそのまま埋め立てられている。そのため、「防浸系統材料のポリエチレン
の膜を破く場合が多く、防浸作業に大変な迷惑をかけている」と係員が指摘した。都市でゴミの
分別収集がまだ普及していないことが明らかになった。分別収集は2002年に提唱され、町や住
宅団地にそのための施設が設けられているが、期待した効果は上がっていない。ほとんどの都市
で従来の収集方法が続いている。しかも、生活ごみの中に大量の台所から出た生ごみが混じって
いるため、ゴミの収集、運搬、処理の難易度を大きく増した。中国都市の収集はほとんどが混合
収集であり、直接に処理すれば、資源の無駄、環境の汚染などいろいろな問題がある。しかし、
再分別すれば、リサイクルコストが高く、処理時間が増加し、処理効率が引き下げられる。その
原因として、住民の環境意識が低い、分別収集と搬出用施設が整備されていない、ゴミの仕分け
方・出し方の指導が徹底されていないなどが挙げられる。
（２）ごみ処理技術の遅れ
　中国における生活ごみ処理の方法を見ると、ゴミの収集や搬出、処理技術は遅れていることが
分かった。経済が発達した北京、上海、深センなどの都市を除くと、ほとんどの地方都市ではゴ
ミ処理施設の密閉化が進んでおらず、また作業着やマスクなどを装着せずに作業することがかな
り多く、ゴミが発生する有害物質が作業員の健康を損ねている。さらに、ゴミ処理場の周りには
住民が住んでいる場合がほとんどである。住民の住居環境と健康に悪影響がでる。
　現地調査をした濮陽市では、ゴミ処理場があったが、処理場がない地域がほとんどである。ゴ
ミ処理技術が立ち遅れ、施設が古いため、ゴミ処理問題を改善することが困難である。
（３）管理体制と関連法律の不備
　政府は2002年にゴミ処理の有料化政策13）を打ち出したが、その実施は難しい。具体的には、
生活ごみについては一世帯の年収の0.3％、医療廃棄物は１ｔにつき3000元、工業廃棄物は同
1000元徴収するとしている。しかし、有料化はまだまだ徹底されておらず、支払いを遅延したり、
拒否したりする企業も一部にある。北京市市政管理処によると、北京市が昨年収集した料金は徴
収すべき金額の40％に過ぎない。『固体廃棄物環境汚染防止法』14）等の法規が制定され公表され
たものの、これらの法規に相応する実施細則がまだ定められておらず、法律に沿って管理するこ
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とが難しい。さらなる法律体制の改善が必要である。これらの法規はいずれも基本的な法規であ
り、実施細則と具体的な規則制度が不足している。したがって、法に基づき実行することが難し
い。中国ではごみに関する立法がまだ遅れている。特に、投資家をいかに励ますかの政策がない
ことにも問題がある。他方、都市生活ごみの処理産業は単に料金の徴収を重視する傾向がある。
都市生活ごみ処理について地方法規や政策を公布したものの、その実施が難しい。厳格に監督し
管理する能力が足りないからである。さらに、ごみの埋立、堆肥、焼却等の技術標準がまだ定め
られていない。ごみ処理の中で、政府、企業と住民の役割分担についても不確実なところが多い15）。
（４）埋立場汚染の厳しさ
　現地調査した濮陽市のごみ埋立場は衛生埋立場であるが、埋立場に入ると刺激臭の強い臭いを
嗅いだ。そして、濾過液収集区で排気管をいくつも発見した。係員は「排出した気体は主にメタ
ンガス、二酸化炭素だ」と言った。衛生埋立場は、2005年以前に僅かに全国のごみ埋立場の５
分の１を占めているに過ぎなかった16）。残りの５分の４は受控埋立場及び簡易埋立場であり、今、
放置されたこれらの埋立場の施設が排出している気体は主にメタンガス、二酸化炭素だけではな
いだろう。帰る時、埋立場の近くに畑を見た。すぐ隣に埋立場があるのに、畑は汚染されていな
いのか？調査が必要だと感じた。
　ごみ処理の方法を巡って、学界にも激しい論争があった。伝統的、簡単なごみ管理の通り、防
浸層を永遠に防浸と見なし、ごみ処理場の封場を汚染の終わりと見なすことは危険である。ごみ
の量は一定的な量になれば封場し、緑化し、きれいな公園になれば見た目はきれいだが、地下の
汚染状況はとんでもないことになる。雨水が土壌に浸透し、汚染物質は雨水によって地下水、土
壌を更に汚染する。前の実験結果から「簡単な埋立処理」は環境に対して深刻な汚染をもたらし、
封場後の30から50年ぐらいかけて汚染は次第に緩和できることが明らかになった。そして、簡
易埋立場の問題は環境汚染だけではなく、生じた危険ガスによって爆発可能性も高い。
　従って、中国の生活ごみ埋立現状は非常に厳しく、近年、レベルの高い埋立場（衛生埋立場）
が建設されるようになってきたが、旧式の簡易な埋立場を安易に改造する場合やそのまま放置さ
れることも少なくない。そのため、今後、古い簡易な埋立場の処理も大きな課題になるだろう。
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